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春の始まりとされる「立春」が過ぎてもまだまだ寒い日が続くこの時期。思わず縮こまってしまいそうですが、そんな

時には読書がおすすめです。心が温かくなる本を読むと気分も明るくなり、元気になりますよ。今回は心がほっこり

温かくなる本を紹介します。もうすぐ来る春本番を迎えるためにも、心も身体も元気に過ごしてくださいね。 

  

  

 

  

       

川村中高図書館  

 「鹿の王」 

 

川村学園女子大学の特任教授、

上橋菜穂子先生の「鹿の王」が

映画になりました。この映画の

特大ポスターが図書館前に掲示

されています。中高図書館には

こちらの小説の単行本と文庫

本、両方が所蔵されています。

ポスターを見てイメージを膨ら

ませ、この機会に是非読んでく

ださいね。 

本が紡いだ五つの奇跡  

森沢明夫 講談社 (913/ﾓ) 

 

一冊の本が様々な人を繋いでいく物

語。小説を書く人、編集する人、本

のデザインをする人、それを売る書

店の人、そしてその本を買って読む

人･･･｡素敵な繋がりに、心が温かく

ほっこりしてきます。前向きに生き

る登場人物に元気をもらえますよ。 

ズボン船長さんの話 

角野 栄子 KADOKAWA (913/ｶ) 

「魔女の宅急便」の原作者が書いた

物語。色々な海峡や島、国の名前が

出てくるので想像するとワクワクし

てきます。そしてどの話もとっても

ほっこり。船長さんに生きる勇気を

もらい元気になる主人公のように、

いつの間にか元気になってくるは

ず。最後に「8つ目の海」を目指して

船出したズボン船長さん。今度はど

んな素敵な冒険をするのでしょう

か･･･｡ 
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調べ学習などにもたくさん活用されているこちらの

百科事典。もちろん「太陽」や「スープ」など、あ

たたかさをイメージさせる言葉も引くことができま

すよ。辞書を引き、知っている言葉を深めることは

豊かな表現力・思考力にも繋がります。なかなか辞

書を引く機会のない今の時代だからこそおすすめで

す！！ 

https://www.irasutoya.com/2016/05/blog-post_462.html

